
高付加価値化「こだわりの宿特集」

彩
り
豊
か
な
旬
の
本
格
会
席

富
士
山
、河
口
湖
を
望
む
露
天
風
呂

四
季
の
富
士
を
望
む
絶
景
の
宿

お
客
さ
ま
の
満
足
を
第
一
に

旬
の
魚
介
で
特
選
料
理

展
望
抜
群
の
空
中
庭
園
露
天
風
呂

自
然
豊
か
な
高
原
の
癒
や
し
湯

〝
水
〟に
癒
や
さ
れ
る
場
所

男
性
露
天
風
呂
「
芳
泉
」

信
州
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
食
材

で
彩
る
本
格
会
席
料
理

　
長
野
県
上
諏
訪
温
泉
の
浜

の
湯（
井
口
政
徳
社
長
）は
、

湖
上
花
火
で
有
名
な
諏
訪
湖

の
ほ
と
り
に
位
置
す
る
現
代

数
寄
屋
づ
く
り
の
旅
館
だ
。

上
層
階
か
ら
湖
を
眼
下
に
、

遠
く
は
槍
ヶ
岳
や
穂
高
岳
な

ど
北
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
と

す
る
信
州
の
雄
大
な
自
然
を

一
望
す
る
。

　
同
館
の
自
慢
と
い
え
ば
料

理
。
京
都
で
生
ま
れ
育
ち
、

関
西
の
老
舗
料
亭
で
修
業
し

た
総
料
理
長
に
よ
る
本
格
会

席
料
理
を
提
供
す
る
。

　
山
菜
、川
魚
、高
原
野
菜
、

き
の
こ
、
信
州
牛
な
ど
、
四

季
折
々
の
地
元
の
素
材
を
は

じ
め
、
豊
洲
市
場
直
送
の
新

鮮
な
魚
介
類

や
、
全
国
各
地

か
ら
よ
り
す
ぐ

り
の
素
材
を
巧

み
に
取
り
入
れ

て
い
る
。
盛
り

付
け
、
器
に
も

気
を
配
っ
た
、

彩
り
豊
か
な
料

理
を
月
替
わ
り

で
提
供
す
る
。

ご
飯
は
信
州
安

曇
野
の
契
約
農

家
が
生
産
し
た

コ
シ
ヒ
カ
リ
を

使
用
。
そ
の
お

い
し
さ
に
は
定
評
が
あ
る
。

　
諏
訪
湖
は
ワ
カ
サ
ギ
釣
り

で
有
名
な
湖
で
も
あ
る
。
こ

の
ワ
カ
サ
ギ
の
天
ぷ
ら
を
は

じ
め
、
生
食
用
馬
肉
を
使
っ

た
桜
身
刺
し
な
ど
の
郷
土
料

理
、
コ
イ
旨
煮
、
手
長
エ
ビ

唐
揚
げ
と
い
っ

た
別
注
料
理
も

数
多
く
用
意
し

て
い
る
。

　
日
本
料
理
に

合
う
酒
と
し
て

独
自
に
開
発
さ

れ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
吟
醸
酒
「
浮

城
」
は
、
左
党

に
は
ぜ
ひ
味
わ

っ
て
ほ
し
い
逸

品
。
地
元
酒
蔵

に
特
別
発
注
し

た
珠
玉
の
純
米

大
吟
醸
酒
だ
。

　
浜
の
湯
の
美

食
は
個
室
料
亭

で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
階
の
「
浮
城
」
は
上
諏
訪

で
も
数
少
な
い
本
格
的
料
亭

街
。
全

室
で
、
日
本
庭
園

を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

食
事
を
楽
し
め
る
。
１
階
の

「
乙
女
滝
」
は
、
個
室
９
室

と
半
個
室
８
室
。

　
地
元
に
伝
わ
る
「
湯
玉
伝

説
」
ゆ
か
り
の
名
湯
を
４
種

類
の
大
浴
場
・
露
天
風
呂
、

貸
し
切
り
風
呂
で
楽
し
め

る
。
湯
は
神
経
痛
や
冷
え
性

に
効
く
と
評
判
だ
。
諏
訪
地

方
の
特
産
「
か
り
ん
」
を
使

っ
た
か
り
ん
水
を
湯
上
が
り

後
に
サ
ー
ビ
ス
。

　
同
館
の
気
配
り
、
心
配
り

が
館
内
の
随
所
に
行
き
届
い

て
い
る
。

　
▽
浜
の
湯
は
長
野
県
諏
訪

市
湖
岸
通
り
３
の
３
の

。

☎
０
２
６
６
（
５
８
）
８
０

０
０
。https://www.hamano

yu.co.jp/

見
は
ら
し
露
天
風
呂
「
富
士
の
湯
」

見
は
ら
し
露
天
風
呂「
湖（
う
み
）の
湯
」

　
四
季
が
織
り
な
す
湖
畔
の

舞
―
。
山
梨
県
・
富
士
河
口

湖
温
泉
の「
若
草
の
宿
丸
栄
」

（
渡
辺
洋
社
長
）
は
、
世
界

遺
産
の
富
士
山
の
麓
、
四
季

折
々
の
風
情
を
映
す
河
口
湖

の
ほ
と
り
に
た
た
ず
む
。
多

彩
な
温
泉
、
旬
彩
の
美
食
、

日
本
の
宿
の
お
も
て
な
し
で

「
人
（
お
客
さ
ま
）
が
、
人

（
従
業
員
）
に
癒
や
さ
れ
る

宿
」
を
目
指
し
て
い
る
。

　
湯
処
は
露
天
風
呂
、
大
浴

場
、
貸
し
切
り
風
呂
を
備
え

る
。
最
上
階
の
「
見
は
ら
し

露
天
風
呂
」
は
、
「
富
士
の

湯
」と「
湖（
う
み
）の
湯
」

か
ら
成
る
。

　
昨
年
春
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
「
富
士
の
湯
」
は
、
時

の
移
ろ
い
の
中
で
、
四
季
折

々
、
刻
一
刻
と
表
情
を
変
え

る
富
士
山
の
雄
姿
を
目
の
前

で
堪
能
で
き

る
。
ま
た
、
本

年
７
月
に
満
を

持
し
て
新
装
お

披
露
目
と
な
っ

た
「
湖
の
湯
」

は
、
青
く
輝
く

河
口
湖
と
そ
の

中
心
に
浮
か
ぶ

富
士
五
湖
唯
一

の
島「
う
の
島
」

の
情
景
が
眼
下

に
広
が
る
。

　
大
浴
場
は

「
豪
壮
ア
ル
プ
ス
の
湯
」
と

「
若
草
の
湯
」
。
「
豪
壮
ア

ル
プ
ス
の
湯
」
に
は
日
本
各

地
の
銘
石
を
集
め
た
丸
栄
伝

統
の
岩
風
呂
、
温
泉
ハ
ー
ブ

湯
、
高
温
＆
ス
チ
ー
ム
サ
ウ

ナ
な
ど
が
そ
ろ
う
。
「
若
草

の
湯
」
は
、
視
界
に
配
慮
し

た
洗
い
場
ス
ペ
ー
ス
が
特
に

女
性
客
に
好
評
で
、
ミ
ス
ト

サ
ウ
ナ
も
備
え
る
。

　
露
天
風
呂
、
大
浴
場
の
四

つ
の
湯
処
は
、
男
女
入
れ
替

え
に
よ
り
１
泊

で
全
て
の
湯
を

楽
し
め
る
。
さ

ら
に
、
貸
し
切

り
展
望
風
呂

「
芙
蓉
の
湯
」

は
、
さ
え
ぎ
る

も
の
が
な
い
富

士
山
の
景
色
を

独
り
占
め
す
る

こ
と
が
で
き

る
。

　
客
室
は
和
室

を
中
心
に
計


室
。
こ
の
う
ち
露
天
・
展
望

風
呂
付
き
客
室
が

室
。
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取

り
入
れ
た
展
望
風
呂
付
き
和

洋
室
も
あ
る
。
さ
ら
に
特
別

階「
野
の
花
亭
」の
５
室
は
、

「
宿
の
中
に
あ
る
も
う
一
つ

の
小
さ
な
宿
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
同
館
最
高
の
料
理
と
も

て
な
し
を
提
供
す
る
。

　
旬
の
味
覚
を
吟
味
し
、
滋

味
豊
か
な
里
の
幸
と
新
鮮
な

海
の
幸
を
調
和
さ
せ
た
和
会

席
は
「
料
理
の
丸
栄
」
と
し

て
地
元
で
も
評
判
が
高
い
。

３
６
０
度
ビ
ュ
ー
の
絶
景
を

仰
ぎ
見
る
屋
上
「
富
士
山
展

望
台
」
、
日
本
の
伝
統
文
化

を
受
け
継
い
だ
宿
の
設
え
や

も
て
な
し
、
季
節
ご
と
の
各

種
館
内
催
事
な
ど
丸
栄
の
魅

力
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

　
▽
若
草
の
宿
丸
栄
は
山
梨

県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町

小
立
４
９
８
。
☎
０
５

５
５
（
７
２
）
１
３
７
１
。

https://www.maruei55.com/

秀
峰
閣
湖
月
の
外
観

殿
方
露
天
風
呂
「
黒
富
士
」

　
山
梨
県
・
富
士
河
口
湖
温

泉
郷
の
秀
峰
閣
湖
月
（
小
佐

野
国
博
社
長
）
は
、
す
べ
て

の
客
室
、
庭
園
、
そ
し
て
露

天
風
呂
か
ら
富
士
山
を
望
む

絶
景
の
宿
だ
。
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た「
富
士
山
」

を
、
温
泉
、
料
理
と
と
も
に

満
喫
で
き
る
。

　
河
口
湖
北
岸
の
静
か
な
湖

畔
に
立
地
し
、
宿
か
ら
一
歩

外
に
出
れ
ば
湖
の
波
打
ち

際
。
「
湖
面
越
し
に
眺
め
る

富
士
山
は
稜
線
が
は
っ
き
り

と
し
、
麓
ま
で
分
か
る
。
形

は
ほ
ぼ
左
右
対
称
。
こ
こ
ま

で
美
し
い
富
士
は
な
か
な
か

な
い
」
と
宮
下
武
常
務
。

　
客
室
は
和
室
、
和
洋
室
な

ど
計

室
。
広
縁
や
バ
ル
コ

ニ
ー
、
ベ
ッ
ド
な
ど
か
ら
富

士
山
を
望
む
。

こ
の
う
ち
温
泉

露
天
風
呂
・
足

湯
付
き
客
室
が

４
室
、
温
泉
足

湯
付
き
客
室
が

５
室
あ
り
、
温

泉
を
堪
能
し
な

が
ら
自
分
だ
け

の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
富
士
を
堪
能

で
き
る
。
今
年

の
３
月
に
は
露

天
風
呂
客
室
４

部
屋
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
。

　
庭
園
は
、
新
緑
、
夏
山
、

紅
葉
、
雪
山
と
四
季
の
富
士

山
を
写
真
撮
影
す
る
の
に
絶

好
の
ポ
イ
ン
ト
。
秀
峰
閣
湖

月
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

同
館
か
ら
宿
泊
客
が
撮
影
し

た
富
士
山
の
写
真
を
紹
介
す

る「
湖
月
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
」

の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
年
２

回
ス
タ
ッ
フ
の

投
票
で
大
賞
も

選
出
し
て
い

る
。

　
湯
に
浸
か
り

な
が
ら
見
る
富

士
山
も
格
別

だ
。
雪
を
い
た

だ
く
山
肌
が
朝

日
で
赤
く
染
ま

る
赤
富
士
に
ち

な
む
婦
人
露
天

風
呂
「
赤
富

士
」
、
月
明
か

り
の
中
に
浮
か

ぶ
黒
富
士
の
名

を
冠
し
た
殿
方
露
天
風
呂

「
黒
富
士
」
。
そ
れ
ぞ
れ
の

正
面
に
は
富
士
山
。
婦
人
大

浴
場
「
お
と
め
桜
」
、
殿
方

大
浴
場
「
ふ
じ
桜
」
か
ら
も

ガ
ラ
ス
越
し
に
富
士
山
が
広

が
る
。

　
富
士
の
絶
景
に
加
え
、
料

理
で
も
魅
了
。
旬
の
食
材
を

吟
味
し
て
調
理
し
た
会
席
料

理
を
提
供
し
て
い
る
。
季
節

に
合
わ
せ
た
料
理
の
変
更
は

年
８
回
に
及
び
、
こ
だ
わ
り

の
味
と
美
し
い
盛
り
付
け
が

自
慢
。
好
評
な
料
理
の
一
つ

が
「
甲
州
ワ
イ
ン
豚
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
」
。
甲
州
ワ
イ
ン
を

飲
ま
せ
て
育
成
し
た
希
少
価

値
の
高
い
甲
州
ワ
イ
ン
豚
を

一
頭
買
い
し
て
食
膳
に
提
供

し
て
い
る
。

　
▽
秀
峰
閣
湖
月
は
山
梨
県

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河

口
２
３
１
２
。
☎
０
５

５
５
（
７
６
）
８
８
８
８
。

https://www.kogetu.com/

浜
離
宮

加
賀
屋
全
景

　
石
川
県
・
和
倉
温
泉
の
加

賀
屋
（
小
田

彦
代
表
）
は

明
治

年
創
業
。
屋
号
に
は

創
業
者
の
小
田
與
吉
郎
氏
が

加
賀
・
津
幡
の
出
身
で
あ
り
、

天
下
に
響
く
雄
藩
加
賀
百
万

石
の
よ
う
に
大
き
く
飛
躍
し

た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
い

る
。

　
加
賀
屋
の
お
も
て
な
し
の

心
は
、
「
い
つ
も
お
客
さ
ま

の
満
足
を
第
一
に
考
え
、
働

い
た
」
と
い
う
先
代
女
将
の

小
田
孝
さ
ん
（
故
人
）
の
精

神
か
ら
生
ま
れ
た
。
小
さ
な

気
配
り
、
心
配
り
を
基
本
に

し
た
客
室
係
の
サ
ー
ビ
ス
。

今
は
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
習

慣
、
女
将
た
ち
に
よ
る
あ
い

さ
つ
ま
わ
り
は
、
加
賀
屋
で

始
ま
っ
た
と
い

わ
れ
る
。

　
「
小
田
孝
は

お
客
さ
ま
に
は

『
で
き
ま
せ

ん
』
と
は
言
わ

な
い
よ
う
に
し

て
、
一
人
一
人

の
お
客
さ
ま
と

真
剣
勝
負
を
す

る
つ
も
り
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
あ

た
っ
た
」
（
同

館
）
。
そ
の
心

は
今
も
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

　
１
階
の
「
錦

大
路
」
は
、
全
長

㍍
に
わ

た
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

ゾ
ー
ン
。
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
る
シ
ア

タ
ー
ク
ラ
ブ
「
花
吹
雪
」
や

和
風
ス
テ
ー
ジ「
祭
り
小
屋
」

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
に
ぎ
わ

い
を
作
り
出
し

て
い
る
。

　
加
賀
屋
は
、

「
雪
月
花
」
と

「
能
登
渚
亭
」

「
能
登
客
殿
」

「
能
登
本
陣
」

の
四
つ
の
棟
に

分
か
れ
て
い

る
。
雪
月
花
の

上
階
（

、


階
）
に
は
専
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
行
く
特
別
室

「
浜
離
宮
」
が

あ
る
。

　
今
年
４
月
、

そ
の
浜
離
宮
８
室
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
こ
の
う

ち
４
室
に
は
大
窓
か
ら
七
尾

湾
の
海
を
望
め
る
ビ
ュ
ー
バ

ス
の
風
呂
を
設
置
し
た
。

　
ま
た
、
浜
離
宮
全
客
室
の

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
、
ド
ラ
イ

ヤ
ー
、
ス
ト
レ
ー
ト
ア
イ
ロ

ン
、
カ
ー
ル
ア
イ
ロ
ン
に
は

美
容
に
こ
だ
わ
っ
た
「
リ
フ

ァ
」
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品
を
採

用
。
浴
槽
に
設
置
し
た
ア
メ

ニ
テ
ィ
ー
は
環
境
に
配
慮
し

た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

　
浜
離
宮
の
客
室
料
金
は
、

夕
食
、
朝
食
、
冷
蔵
庫
飲
料

な
ど
を
含
め
た
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
と
し
て
い
る
。

　
▽
加
賀
屋
は
石
川
県
七
尾

市
和
倉
町
ヨ
部

番
地
。
☎

０
７
６
７
（
６
２
）
１
１
１

１
。https://www.kagaya.co

.jp/

冬
の
特
選
料
理
プ
ラ
ン

　
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都

市
に
認
定
さ
れ
て
い
る
山
形

県
鶴
岡
市
の
由
良
温
泉
八
乙

女
（
石
川
博
一
社
長
）
は
、

近
く
の
由
良
漁
港
で
水
揚
げ

さ
れ
た
新
鮮
な
旬
の
魚
介
が

膳
を
彩
る
。

　
寒
流
と
暖
流
が
ぶ
つ
か
る

庄
内
浜
沖
は
、
春
は
サ
ク
ラ

マ
ス
や
口
細
カ
レ
イ
、
夏
は

サ
ザ
エ
、
ア
ワ
ビ
、
イ
カ
、

秋
を
迎
え
る
と
ヒ
ラ
メ
、
ハ

タ
ハ
タ
、
冬
に
は
ア
ン
コ
ウ

や
タ
ラ
な
ど
、
四
季
折
々
の

海
の
幸
に
恵
ま
れ
る
。

　
八
乙
女
は
、
年
間
を
通
じ

て
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

を
提
供
し
て
い
る
が
、
冬
の

特
選
料
理
プ
ラ
ン
を

月
か

ら
提
供
す
る
。
て
っ
さ
（
フ

グ
刺
し
）
を
は
じ
め
、
紅
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
と
地

魚
の
お
造
り
、

ア
ワ
ビ
の
陶
板

焼
き
、
ア
ン
コ

ウ
鍋
、
ネ
タ
の

魚
介
が
あ
ふ
れ

る
こ
ぼ
れ
寿
司

ず

し

な
ど
が
ぜ
い
た

く
に
並
ぶ
。

　
客
室
数
は


室
。
全
て
の
客

室
か
ら
日
本
海

が
眺
め
ら
れ

る
。
展
望
露
天

風
呂
や
大
浴

場
、
貸
し
切
り
風
呂
で
温
泉

を
満
喫
で
き
る
。

　
▽
由
良
温
泉
八
乙
女
は
山

形
県
鶴
岡
市
由
良
３
の

の


。
☎
０
２
３
５
（
７
３
）

３
８
１
１
。http://www.yao

tome.in.net/

空
中
庭
園
露
天
風
呂

　
栃
木
県
・
鬼
怒
川
温
泉
の

老
舗
旅
館
、
あ
さ
や
（
八
木

澤
哲
男
社
長
）
は
、
自
家
源

泉「
子
宝
の
湯
」を
所
有
し
、

豊
富
な
湯
を
た
た
え
た
多
彩

な
風
呂
が
人
気
だ
。

　
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
の

肌
に
や
さ
し
い
湯
は
「
秀
峰

館
」
と
「
八
番
館
」
そ
れ
ぞ

れ
に
あ
る
大
浴
場
や
貸
し
切

り
風
呂
は
も
ち
ろ
ん
、
全
客

室
で
堪
能
で
き
る
。

　
秀
峰
館

階
の
空
中
庭
園

露
天
風
呂
は
、
鬼
怒
川
温
泉

で
最
も
高
い
場
所
に
位
置
す

る
。
鬼
怒
川
ラ
イ
ン
下
り
で

使
用
す
る
舟
の
浴
槽
や
山
々

を
眺
め
な
が
ら
入
浴
で
き
る

立
ち
湯
な
ど
、
９
種
の
湯
船

を
楽
し
め
る
。

　
客
室
数
は
１
９
２
室
。
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
和
室
や
洋

室
、
露
天
風
呂

付
き
客
室
な

ど
、
好
み
で
選

べ
る
多
様
な
客

室
を
用
意
し
て

い
る
。

　
食
事
は
人
気

の
ブ
ッ
フ
ェ
の

他
、
個
室
料
亭

や
ダ
イ
ニ
ン
グ

で
の
会
席
料
理

を
選
ぶ
こ
と
も

で
き
る
。

　
大
好
評
の

「
あ
さ
や
特
製
和
牛
カ
レ

ー
」
も
発
売
中
。
ブ
ッ
フ
ェ

で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
味
わ
え

る
。

　
▽
あ
さ
や
は
栃
木
県
日
光

市
鬼
怒
川
温
泉
滝
８
１
３
。

☎
０
２
８
８
（
７
７
）
１
１

１
１
。https://www.asaya-h

otel.co.jp/

展
望
抜
群
の
露
天
風
呂
「
極
楽
湯
」

　
自
然
豊
か
な
上
信
越
高
原

国
立
公
園
内
に
位
置
す
る
万

座
温
泉
　
日
進
舘
（
大
野
豊

社
長
）
は
、
標
高
約
１
８
０

０
㍍
付
近
に
あ
る
高
原
の
温

泉
郷
だ
。
硫
黄
濃
度
「
日
本

一
」
と
い
う
乳
白
濁
色
の
湯

で
、
昔
か
ら
万
病
に
効
く
と

い
わ
れ
て
き
た
。
今
、
心
身

を
癒
や
す
現
代
型
の
湯
治
宿

と
し
て
人
気
だ
。

　
万
座
温
泉
は
自
噴
、
掛
け

流
し
、高
温
源
泉
、高
効
能
、

に
ご
り
湯
が
特
色
。
１
日
約

５
０
０
万
㍑
の
湯
量
を
誇

る
。

　
天
然
木
を
浴
槽
に
使
っ
た

お
風
呂
の
湯
巡
り
が
で
き

る
。
「
極
楽
湯
」
は
山
々
と

満
天
の
星
空
が
広
が
る
展
望

露
天
風
呂
。
モ
ダ
ン
な
新
館

に
あ
る
「
万
天

の
湯
」
は
檜ひ

の
き

を
配
し
た
風
呂

で
、
大
き
な
窓

か
ら
の
眺
望
が

抜
群
。

　「
円
満
の
湯
」

は
家
族
な
ど
で

利
用
で
き
る
貸

し
切
り
風
呂
。

太
い
木
の
柱
に

支
え
ら
れ
た
大

浴
場
「
長
寿
の

湯
」
に
は
、
館

内
最
大
の
湯
船

で
万
座
最
古
と
い
う「
苦
湯
」

な
ど
の
お
風
呂
が
あ
る
。

　
▽
万
座
温
泉
　
日
進
舘
は

群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
万
座

温
泉
。☎
０
２
７
９（
９
７
）

３
１
３
１
。https://www.ma

nza.co.jp/

　
福
島
吾
妻
山
の
山
懐
、
土

湯
温
泉
郷
に
あ
る
水
織
音
の

宿
　
山
水
荘
（
渡
邉
和
裕
社

長
）
。
今
年
開
業

年
を
迎

え
る
同
館
は
昨
年
、
大
規
模

改
装
を
実
施
。
「
水
」
の
温

も
り
や
癒
や
し
を
感
じ
ら
れ

る
ひ
と
時
を
提
供
す
る
。

　
昨
年
の
露
天
風
呂
付
き
客

室
「
紫
水
亭
」
の
新
設
に
続

き
、
１
階
の
大
浴
場
に
は
露

天
風
呂
と
オ
ー
ト
ロ
ウ
リ
ュ

の
サ
ウ
ナ
、水
風
呂
を
新
設
。

洗
い
場
の
シ
ャ
ワ
ー
に
は
全

て
Ｒ
ｅ
ｆ
ａ
を
採
用
。
湯
尽

く
し
の
宿
に
磨
き
を
か
け

た
。

　
「
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
信
達
」
「
料
亭
　

桃
里
」
で
は
、
で
き
た
て
の

料
理
を
宿
泊
者
に
提
供
す

る
。
夕
食
は
、
福
島
牛
や
川

俣
シ
ャ
モ
を
は
じ
め
、
魚
介

や
地
場
食
材
な
ど
の
味
覚
が

ず
ら
り
と
並
ぶ
会
席
料

理
。
全
て
の
料
理
や
飲

み
水
に
使
用
す
る
の

は
、
宿
か
ら
山
を
分
け

入
っ
た
先
に
あ
る
「
た

ん
が
ら
山
」
の
伏
流
水

だ
。
土
湯
の
清
流
の
恵

み
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

い
、
料
理
長
が
腕
を
振

る
う
。
素
材
の
味
わ
い

を
存
分
に
引
き
出
し
た

逸
品
の
数
々
に
心
躍
る

は
ず
だ
。
水
質
日
本
一
に
も

選
出
さ
れ
た
軟
水
で
出
汁

だ

し

を

取
っ
た
吸
い
物
な
ど
の
椀わ

ん

物

の
味
の
良
さ
は
、
多
く
の
宿

泊
者
の
高
評
価
レ
ビ
ュ
ー
か

ら
も
う
か
が
え
る
。

　
▽
水
織
音
の
宿
　
山
水
荘

は
福
島
市
土
湯
温
泉
町
字
油

畑

。☎
０
２
４（
５
９
５
）

２
１
４
１
。https://www.san

suiso.jp/

料
亭
　
桃
里
の
夏
メ
ニ
ュ
ー

（５） 第３１８７号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）８月２８日（月曜日）


